
佐 渡 山  明  議 員

　 マ グ ニ チ ュ ー ド 7  ・  8 、  震 度 ６ 強 、  津波 は 4  ・  8  ｍ 、  遡 上 高 は 7  ・  8  ｍ 。  建 物 の被 害 は 全 壊 ５ ５ ５ 棟 、  半 壊 １ １ ８ ０ 棟 、死 者 が １ ５ ９ 名 、  負 傷 者 ３ ４ ９ ４ 名 を想 定 し て い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 体 制 が 整 え ば 、  被 害 想 定 は 少 な く なる と 考 え ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

村 に お け る 最 大 被 害 想 定 は 。村 内 に 自 助  ・  共 助  ・  公 助 の 体 制 が整 っ た と し た ら 、  今 の 死 傷 者 は どう な る の で し ょ う か 。

恩 納 村 の 役 割  【 消 防 団 員 につ い て 】
村 に は 広 域 の 金 武 地 区 消 防 と 、  別の 組 織 と し て 金 武 地 区 消 防 団 が あり ま す が 、  消 防 団 の 役 割 を 教 え てく だ さ い 。

　 現 時 点 で は 総 務 課 内 に 、  兼 務 で 防 災担 当 を ２ 名 配 置 し て い ま す 。  専 任 の 配置 に は 至 っ て お り ま せ ん が 、  検 討 す る必 要 は あ る と 思 い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

か ら 防 災 に 取 り 組 め る の で は 。

「 体 制 が 整 え ば 死 者 が 減 る 」  で あ れ
ば 、  役 場 内 に 専 任 の 危 機 管 理 対 策担 当 者 を 配 置 す る こ と は 喫 緊 の 課題 で す 。  男

女 1

名 ず つ を 任 命 す る

こ と に よ  っ  て 女 性  ・  男 性 の 違 う 視 点

　 機 能 し て い る か と い う と 、  な か な か厳 し く 、  組 織 の 中 で も 実 際 何 を す れ ばい い の か 、  分 か ら な い の が 実 情 で は と思 っ て い ま す 。  今 後 は 令 和 ６ 年 度 の 防災 訓 練 に 地 域 も 巻 き 込 ん で 実 施 し てい こ う と 考 え て い ま す の で 、  防 災 組 織の 育 成 に つ な が れ ば と 思  っ  て い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

自 主 防 災 組 織 が 置 か れ て い る

1 1の

行 政 区 の 防 災 組 織 、  組 織 と し て 機能 し て い る と お 考 え で し ょ う か 。

　 大 規 模 災 害 に お け る 役 割 、  地 域 の方 々 の 生 命 、  財 産 を 守 る と い  っ た 活 動が 広 く 認 識 さ れ て い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 防 災 所 管 課 と し て は 役 場 の 防 災 を担 う と い う こ と で 把 握 し て お り ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

災 害 発 生 時 に お い て 団 員 は 役 場 の災 害 対 策 本 部 に 属 す る の か 。  そ れと も 本 来 の 業 務 で あ る 風 水 害 、  地震 時 の 現 場 対 応 に 従 事 す る の か 、ど ち ら で し ょ う 。消 防 団 員 の 半 数 は 村 外 に 住 ん で いて 、  体 制 は 理 想 的 な 形 と は 言 え ませ ん 。  ま た 、  災 害 対 策 本 部 の 体 制 とし て も 懸 念 を 感 じ ま す 。  多 く の 地 域で は 、  消 防 団 員 の 大 多 数 は 地 元 の 会社 員 や 自 営 業 者 な ど で 構 成 さ れ てい て 、  自 ら の 地 域 は 自 ら が 守 る と いう 防 災 意 識 に 基 づ き 、  昼 夜 を 問 わず 、  災 害 発 生 時 に は 自 宅 や 職 場 など か ら 出 動 し 初 期 対 応 を 行 っ て いま す 。  提 案 い た し ま す が 、  村 内 の 各行 政 区 に 対 し 、  居 住 人 口 や 地 域 特性 に 見 合 っ た 形 で 複 数 名 に 防 災 士の 資 格 を 取 得 し て い た だ く 。  そ の 際の 諸 費 用 は 村 で 補 助 を す る 。  地 域 に防 災 士 が い る こ と で 自 主 防 災 組 織も 強 化 で き る と 考 え ら れ ま す が 。 総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

消 防 団 員 に つ い て 教 え て く だ さ い 。

　 定 数 は

2 0名 、  現 状 は

1 9名 の 団 員 、  そ の

中 で 女 性 は ２

名
で す 。  居 住 人 数 は 村 内 が

９ 名 、  村 外 が

1 0名 、  役 場 職 員 は

1 5名 で す 。

　 地 域 に お い て 防 災 を 担 う 中 心 的 な人 材 は 今 後 重 要 だ と い う こ と で 今 回 、次 年 度 の 予 算 に 防 災 士 育 成 に 対 す る予 算 を 計 上 し て い ま す の で 、  ぜ ひ 各 地域 の 自 主 防 災 組 織 に お い て 、  こ の 予 算を 活 用 し な が

ら 一

緒 に 考 え て い た だ

け れ ば と 思  っ  て い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

一
つ い い 事 例 を 紹 介 し ま す 。  長 野

県 の あ る 町 で は 、  町 民 を 対 象 に 家庭 用 の 備 蓄 品 、  非 常 持 ち 出 し セ  ッ トを 販 売 い た し ま し た 。  １ セ ッ ト9 0 0 0 円 の う ち 町 民 の 自 己 負 担は 3 0 0 0 円 で 、  差 額 分 は 町 が 負担 し ま し た 。  こ の 中 身 は 、  町 の 危 機管 理 係 と 防 災 士 が 協 議 を 重 ね 作 り上 げ ま し た 。  ま た 、  東 日 本 大 震 災 の避 難 所 な ど で 調 査 を 行 い 、  需 要 の高 か  っ  た

2 3品 目 を リ  ュ  ッ ク に 詰 め て

販 売 し 、  完 売 し て い ま す 。  こ の 町

の

一 般 会 計 予 算 は

9 0億 円 規 模 で 、  恩 納

村 と

似 通  っ  て い ま す 。  参 考 に な る 事

例 だ と 思 い ま す 。  非 常 時 の 持 ち 出し セ  ッ ト 、  中 身 は 何 が い い の か 分 から な い 方 も 多 い と 思 い ま す 。  村 民 に準 備 し て く だ さ い と 言 う だ け で はな く 、  恩 納 村 民 に 見 合  っ  た 備 蓄 品 を村 が 調 べ 上 げ 、  購 入 支 援 を 行 う こと に よ  っ  て 、  各 家 庭 で も 備 え る こ とが で き る と 思 い ま す 。

恩 納 村 の 防 災 計 画 に つ い て
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一 般 質 問

 大 城  堅 三  議 員

施 政 方 針 よ り ① 自 然 環 境の 保 全 創 出 に つ い て

　 後 期 計 画 で 地 方 債 残 高 を 5 年 間 で８ 億 円 の 削 減 目 標 と し 令 和 ３ 年 度 残高 が

5 0億 ４ 0 0 0 万 円 、  令 和 ６ 年 度 末

時 点 で

4 0億 ３ 0 0 0 万 円 、

1 0億 １ 0

0 0

万 円 の 減 を 見 込 ん で お り 目 標 数 値 達成 が 見 込 ま れ ま す

。  一

方 で 資 本 整 備 へ

の 効 果 的 活 用 と し て 、  普 通 交 付 税 措 置が あ る 場 合 は 起 債 し て 、  措 置 が な い のは 借 入 を 行 わ な い で 、  地 方 債 残 高 を 増や さ な い よ う 取 り 組 ん で い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 人 口 減 少 が 危 惧 さ れ る 中 、  定 住 促進 に 向 け た サ ー ビ ス 提 供 も 必 要 と 考え ま す 。  現 時 点 、  ふ る さ と 納 税 財 源 で補 っ  て い る 部 分 が 多 く 、  今 後 は 新 た な財 源 と し て 、  持 続 的 な 村 づ く り 推 進 税（ 仮 称 ）  の 検 討 を 進 め て い る と こ ろ も含 め 財 源 確 保 に 努 め て い き た い 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

中 長 期 的 財 政 計 画 で 目 標 数 値 達 成に 向 け た 地 方 債 残 高 の 軽 減 、  投 資的 経 費 の 抑 制 の 取 り 組 み を 伺 う 。近 年 人 口 減 少 が 危 惧 さ れ る 中 、  財政 出 動 の 抑 制 と 同 時 に 財 源 確 保に 向 け た 取 り 組 み を 伺 う 。

　 計 画 変 更 は 、  ア ン ケ ー ト 調 査 の 意 見で リ ゾ ー ト ホ テ ル の 高 さ は

2 0ｍ 以 下

が

一
番 多 く 、  既 存 の

4 0ｍ を い き な り

2 0ｍ 以

下 は 無 茶 が あ り 、

3 3ｍ に 決 め た 。  こ れ

か ら 計 画 し て い る ホ テ ル が 山 側 に なり 、  国 道 か ら 山 側 を 見 た と き 、  山 の 稜線 を 崩 さ な い と こ ろ と 、  消 防 は し ご 車が

3 5ｍ が 限 界 と い う と こ ろ で 、  審 議 会

で 決 定 し て い ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

　 令 和 ４ 年 度 に 国 道

5 8号 か ら 、  勢 高 排

水 路 間 の 地 権 者 の ア ン ケ ー ト の 中 で 、約 七 割 近 く の 方 が 活 用 す る 意 思 が ない と い う 結 果 が あ り 、  令 和 6 年 度 に 地権 者 を 中 心 と し た 協 議 会 を 立 ち 上げ 、  活 用 を 検 討 し て い く 考 え で す 。

 

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

リ ゾ ー ト 景 観 創 造 地 区 に 関 し 、  業者 、  村 民 、  地 域 か ら 意 見 の 収 集 、  また 説 明 会 等 で 多 く 出 た 要 因 が

3 3ｍ

に な  っ た の か 。通 信 所 跡 地 の 周 辺 整 備 、  本 年 度 、委 員 会 を 立 ち 上 げ 地 権 者 、  事 業者 、  行 政 が 協 働 し て 跡 地 利 用 の 取り 組 み を 推 進 し て い く と の こ と です が 具 体 化 し た 計 画 は 。

財 政 状 況 の 中 で ふ る さ と 応 援 寄付 金 が 増 加 傾 向 に あ り ま す 。  今 後の 推 移 と 予 測 を 伺 う 。

　
令 和 ３ 年 度 約 ８ 億 円 、  ４ 年 度 約

1 9億 円 、

５ 年 度

2 9億 円 を 見 込 ん で い ま す 。  6 年

度
も 今 年 度 程 度 か そ れ 以 上 が 見 込 ま

れ る と 考 え ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

寄 付 金 を 活 用 し 、  地 域 活 性 型 の 環境 整 備 基 金 創 設 を 。

　 基 金 条 例 等 で 厳 し い と 考 え ま す 。  しか し 例 年 決 算 残 高 の 中 か ら 積 立 は 可能 と 思 い ま す 。  た だ 創 設 に つ い て は 今後 検 討 と さ せ て い た だ き た い と 思 いま す 。

　 令 和 ４ 年 度 に 河 川 維 持 管 理 計 画 を作 成 、  そ れ に 基 づ い て 整 備 、  修 繕 等 を行 っ て い ま す 。  質 問 の 東 川 排 水 路 は 、現 場 を 確 認 し 新 年 度 で 修 繕 す る 事 を決 め て い ま す 。

建 設 課 長

 （ 屋 良

 朝 也 ）

　 景 観 村 づ く り 条 例 に よ り 良 好 な 景観 村 づ く り を 推 進 し 、  令 和 ４ 年 度 か ら改 定 の 事 務 作 業 を 進 め て い ま す 。  今 回の 変 更 が 山 田 グ ス ク 周 辺 を 重 点 形 成地 区 と 指 定 し ２ 階 以 下 、

1 0ｍ 以 下 で 制

限 、  ま た リ ゾ ー ト 景 観 創 造 地 区

4 0ｍ の 高

さ 制 限 を

3 3ｍ に 下 げ ま す 。  集 落  ・  準 集 落

領 域 は ３ 階 以 下 を 撤 廃 し

1 3ｍ 以 下 に 改

正 し ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

河 川 管 理 と 整 備 調 査 で 瀬 良 垣 区 、東 川 の 調 査 等 の 進 捗 を 伺 う 。新 た に 恩 納 村 景 観 村 づ く り 計 画が 施 行 と な り 、  本 村 の 良 好 な 景 観形 成 づ く り の 誘 導 の 取 り 組 み 、  どの よ う に 進 め て い く の か 伺 う 。

施 政 方 針 よ り ② 行 財 政 につ い て
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一 般 質 問


